
 

 

 

 

「女性活躍加速のための重点方針 2016」 

 

Ⅰ あらゆる分野における女性の活躍  

２．あらゆる分野における女性の参画拡大・人材育成 

 

a) 政治分野・理工系分野における女性の参画拡

大、女性活躍推進法、組織トップの女性活躍

への関与拡大、女性リーダー育成、地方公共

団体支援 

 

(内閣府説明資料) 

 

 

  

平成28年９月16日

資料７

男女共同参画会議
第４回重点方針専門調査会



「女性活躍加速のための重点方針2016」該当箇所

大項目

中項目

小項目

細項目

該当施策名
（事業名）

当該施策の背景・
目的

○

28年度当初予算： - 千円
28年度一次補正予算： - 千円
28年度二次補正予算： - 千円

29年度要求予算： 7,995 千円

該当施策概要

　政治分野における女性の参画拡大は、政治に多様な民意を反映させる観点から極めて
重要であり、政党等における実効性のあるポジティブ・アクションの導入を促すべく、政府
として、必要な調査研究や情報提供を行う。
　具体的には、第4次男女共同参画基本計画に基づき、①クオータ制等ポジティブ・アク
ション導入について各政党において検討が進められるよう調査研究を行い、②国や地方
の政治分野における女性の参画状況（女性党員、女性役員、女性候補者等の比率等）等
について調査し、国民に分かりやすい形で提示するなど、政治分野における女性の参画
状況の「見える化」を推進する。

担当府省庁
内閣府

男女共同参画局推進課

通し番号  28 

　政府は、第4次男女共同参画基本計画に基づいて、各政党に対し、女性活躍推進法に
基づき民間が行う取組内容を踏まえ、女性活躍に関する現状の把握・分析、女性候補者
等における数値目標の設定や人材育成の取組を含めた行動計画の策定や情報開示に
向けた自主的な取組等のポジティブ・アクションの実施を要請している。これを踏まえ、政
党等の政治分野への女性参画拡大のために参考となるよう、政府として必要な調査及び
情報提供を積極的に行う。

該当施策の政策手
段の分類

法令・制度改正

税制改正要望

予算

機構定員要求

その他（具体的に）

政治分野における女性の参画拡大に係る調査研究及び情報提供

Ⅰ．あらゆる分野における女性の活躍

２．あらゆる分野における女性の参画拡大・人材育成

（１）政治分野における女性の参画拡大

①　国の政治における女性の参画拡大に向けて、政府から各政党に対して、ポジティブ・
アクションの自主的な導入に向けた検討を引き続き要請するとともに、各政党における自
主的な検討が進められるよう、参考となる情報等の提供を行う。
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収
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翻
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を
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収
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「女性活躍加速のための重点方針2016」該当箇所

大項目

中項目

小項目

細項目

該当施策名
（事業名）

当該施策の背景・
目的

○

28年度当初予算： 7,514 千円
28年度一次補正予算： - 千円
28年度二次補正予算： - 千円

29年度要求予算： 13,969 千円

該当施策概要

通し番号  29 

女性活躍推進法施行等関連経費
（女性活躍推進法サイトの拡充、女性活躍推進法施行状況調査に基づく論点整理）

Ⅰ．あらゆる分野における女性の活躍

２．あらゆる分野における女性の参画拡大・人材育成

（２）女性活躍推進法の着実な施行の推進

①　本年４月に完全施行された女性活躍推進法の施行状況の調査・分析を進めるととも
に、事業主行動計画等の好事例の発信を行う。

　平成28年4月に女性活躍推進法が完全施行となり、国及び地方公共団体は、特定事業
主行動計画の策定、職業選択に資する情報の公表が義務づけられた。加えて、同法によ
り、地方公共団体においては、区域内の女性活躍に係る推進計画の策定が求められて
いる。これらの取組状況等について、平成28年度に女性活躍推進法見える化サイトを開
設し、広く一般に情報提供を行う。
　今後は、毎年１回以上公表する必要がある職業選択に資する情報の公表状況や、行動
計画の実施状況について、調査・公表し、当該情報や行動計画等をよりわかりやすい形
で情報提供できるようサイトを拡充する。
　また、法の施行状況の調査・分析を実施し、好事例の発信を行うことともに、法施行後３
年の見直し検討に向けた課題・論点整理を行う。

該当施策の政策手
段の分類

法令・制度改正

税制改正要望

予算

機構定員要求

その他（具体的に）

○女性活躍推進法サイトの拡充
　国及び地方公共団体が毎年1回以上公表する必要がある女性の職業選択に資する情
報の公表状況や、特定事業主行動計画の実施状況について、サイトで公表するとともに、
当該情報や行動計画等について、各団体の情報を比較しやすく、また、好事例等利用者
が知りたい情報に容易にアクセスできるよう、検索機能や提供情報の充実等サイトの拡
充を図る。

○女性活躍推進法施行状況調査に基づく論点整理
　特定事業主行動計画、推進計画等の内容・取組や好事例等について、内閣府で調査を
実施し、法施行後３年の見直し検討に向けた課題・論点整理を行う。

担当府省庁
内閣府

男女共同参画局推進課
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国

(1
)女

性
活

躍
推
進

法
サ

イ
ト
の
拡
充
・
維
持
経
費
【
拡
充
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及

び
地

方
公

共
団
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毎
年
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計
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イ
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行
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画
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団
体
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ま
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事
例
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情
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(2
)女

性
活

躍
推
進

法
施
行
状
況
調
査
に
基
づ
く
論
点
整
理
【新

規
】

特
定

事
業

主
行

動
計
画
、
推
進
計
画
等
の
内
容
・取

組
や
好
事
例
等

に
つ
い
て
、
内
閣

府
で
調
査
を
実
施
し
、
法
施
行
後
３
年
の
見
直
し
検
討

に
向

け
た
課

題
・論

点
整
理
を
行
う
。

平
成

2
8
年

4
月

に
女
性
活
躍
推
進
法
が
完
全
施
行

と
な
り
、
国
及
び

地
方

公
共

団
体

は
、
特
定
事
業
主
行
動
計
画
の
策

定
、
職

業
選

択
に

資
す
る
情
報

の
公

表
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
加

え
て
、
同
法

に
よ
り
、

地
方

公
共

団
体

に
お
い
て
は
、
区
域
内
の
女
性
活

躍
に
係

る
推
進

計
画

の
策

定
が

求
め
ら
れ

て
お
り
、
こ
れ
ら
の

取
組
状

況
等
に
つ
い
て
、

広
く
一

般
に
情

報
提

供
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

こ
れ

を
受

け
、
内

閣
府

で
は
、
平
成

28
年
度
に
特

定
事
業

主
行
動

計
画

の
策

定
状

況
、
職
業
選
択
に
資
す
る
情
報

の
公

表
状

況
、
推
進

計
画

の
策

定
状

況
等

を
一
覧

で
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
る
サ

イ
ト
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

に
開
設
し
、
広
く
一
般
に
情
報

提
供
を
行

う
こ
と
と
し

て
い
る
。
毎
年

１
回

以
上
公
表
す
る
必
要
が
あ
る
職
業

選
択
に
資
す

る
情

報
の
公

表
状

況
や

、
行
動
計
画
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
調

査
・
公

表
し
、
当

該
情

報
や
行
動
計
画
等
を
よ
り
わ

か
り
や

す
い
形
で

情
報

提
供

で
き
る
よ
う
サ
イ
ト
を
拡
充
・維

持
す
る
。

ま
た
、
「
女

性
活

躍
加
速
の
た
め
の
重
点
方
針

20
16
」
に
お
い
て
、

法
の

施
行
状

況
の

調
査
・分

析
を
進
め
る
と
と
も
に
、
事

業
主
行

動
計

画
等

の
好
事

例
の

発
信
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
法
施

行
状
況

に
つ

い
て
調

査
等

を
実

施
し
、
法
施
行
後
３
年
の
見
直
し
検
討

に
向

け
た
課

題
・
論

点
整

理
を
行

う
。

女
性

活
躍

推
進

法
施

行
等

関
連

経
費

（
内

閣
府

男
女

共
同

参
画

局
推

進
課

）

平
成

２
９

年
度

概
算

要
求

額
０

．
１

４
億

円
（

2
８

年
度

予
算

額
０

.０
８

億
円

）

事
業

概
要

・
目

的
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

資
金

の
流

れ

各
団

体
の

情
報

を
比

較
し
や
す
く
、
ま
た
、
知
り
た
い
情
報
に
容
易
に
ア

ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
各
団
体
間
に
お
け
る
取
組
に
関
す
る

情
報

共
有

・
連

携
が

進
み
、
各
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
さ
ら
な
る
取
組

の
推

進
が

期
待

さ
れ

る
。
ま
た
、
詳
細
な
調
査
に
よ
り
、
法
施
行
後
３
年

の
見

直
し
検

討
に
役

立
て
る
。

期
待

さ
れ

る
効

果

サ
イ
ト
拡

充
・
維
持
の
委
託
費

事
業

者

国
事

業
者

業
務
委
託
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＜
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概
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＞
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躍

推
進
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（
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完
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に
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び
地

方
公

共
団
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取

組
状

況
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に
つ

い
て
、
各
団
体
の
情

報
を
比

較
し
や
す
く
、
ま
た
、
好
事

例
等
利

用
者
が
知

り
た
い
情
報

に
容

易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
、
検

索
機

能
や
提
供
情
報
の
充

実
等

見
え
る
化
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の
拡
充

を
図
る
。

ま
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、
特
定
事
業

主
行

動
計

画
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推

進
計

画
等
の
内
容
・
取
組

や
好
事
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に
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い
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、
調

査
を
実
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後
3
年

の
見

直
し
検
討
に
向
け
た
課

題
・
論

点
整

理
を
行

う
。

＜
見

え
る
化

サ
イ
ト
の
拡

充
＞

国
及
び
約
１
,８
０
０
の
地

方
公

共
団

体
が
策

定
し
た
特

定
事
業
主
行
動
計
画
、
女

性
の
職

業
選

択
に
資

す
る
情

報
の
公
表
状
況
、
都
道

府
県

・
市

町
村

推
進

計
画

等
に

加
え
、
特

定
事
業
主

行
動

計
画

に
基

づ
く
取

組
の
実
施

状
況

に
つ
い
て
も
と
り
ま
と
め
、
一

覧
に
て
わ
か
り
や
す
く
公
開

す
る
と
と
も
に
、
法

施
行

状
況

調
査

を
踏

ま
え
た
好

事
例
等

の
情

報
提

供
等
見
え
る
化

サ
イ
ト
の
拡

充
を
行

う
。

・
事
業
主
行
動
計
画
に
基
づ
く
取
組
の
実
施
状
況

・
事
業
主
行
動
計
画
の
好
事
例
、
推
進
計
画

の
好
事
例

女
性
活
躍

推
進
法
施
行
等
関
連
経
費

〇
掲

載
例

平
成

2
9
年
度
概

算
要
求
額

0
.1

4
億
円
（
平
成

2
8
年
度
予
算
額

0
.0

8
億
円
）

＜
法

施
行

状
況

調
査

に
基

づ
く
論

点
整

理
＞

特
定
事

業
主
行
動

計
画

、
推

進
計

画
等

の
内

容
・
取

組
や
好
事
例
等
に
つ
い
て
、
内

閣
府

で
調

査
を
実
施

し
、

法
施
行
後
３
年
の
見

直
し
検

討
に
向

け
た
課

題
・
論
点

整

理
を
行
う
。

【
女

性
活

躍
推

進
法

見
え
る
化
サ
イ
ト
（イ

メ
ー
ジ
）
】

※
「
第
4
次
男
女
共
同
参
画
基

本
計

画
」
、
「
女

性
活

躍
加

速
の
た
め

の
重
点
方
針
2
0
1
6
」
を
踏

ま
え
実
施

5



「女性活躍加速のための重点方針2016」該当箇所

大項目

中項目

小項目

細項目

該当施策名
（事業名）

当該施策の背景・
目的

○

28年度当初予算： 17,990 千円
28年度一次補正予算： - 千円
28年度二次補正予算： - 千円

29年度要求予算： 24,310 千円

該当施策概要

通し番号  36 

理工系分野における女性活躍推進に向けたシンポジウム、調査研究、「理工チャ
レンジ」ウェブサイト等の拡充

Ⅰ．あらゆる分野における女性の活躍

２．あらゆる分野における女性の参画拡大・人材育成

（３）行政分野、理工系分野等における女性の参画拡大

③　女子生徒等の理工系選択に係る取組など理工系分野における女性参画拡大の動き
をさらに加速させる。平成28年度に構築した産学官による「理工系女子応援ネットワーク」
の本格展開を進めるとともに、女子児童・生徒等への理工系分野に対する興味、関心や
理解を向上させる取組を強力に推進し、次世代を担う理工系女性人材の裾野の拡大に取
り組む。また、地域において理工系女性の活躍を拡大するための運営協議会等の構築
や、理工系女性が必要とする企業ニーズやスキル、ロールモデルなどの情報へのアクセ
ス向上のための取組を進める。

　我が国が国際競争力を維持・強化し、多様な視点や発想を取り入れて科学技術・学術
活動を活性化していくためには、理工系分野の女性研究者・技術者となり得る人材を育成
していく必要がある。しかしながら、現在のところ、我が国の研究者に占める女性の割合
は、14.7%と他の先進諸国と比べて低水準であり、また、理工系を専攻する女性の割合
は、理学26.8%、工学13.6%（大学）となっており他専攻に比べて低水準である。
　昨年12月に閣議決定された「第４次男女共同参画基本計画」においては、「女子学生・
生徒の理工系分野の選択促進及び理工系人材の育成」に取り組むこととしており、「女性
活躍加速のための重点方針2016」においても、女子児童・生徒等の理工系進路選択に向
けた取組を強力に進めることとしている。こうした政府方針を踏まえて、理工系女性人材
の層を厚くするため、女子生徒等及び保護者・教師に対する理工系選択のメリットに関す
る意識啓発、理工系女子応援ネットワークの促進、関係情報の発信、産業界で活躍する
理工系女性を初めとしたロールモデルの提示等を総合的に実施する。

該当施策の政策手
段の分類

法令・制度改正

税制改正要望

予算

機構定員要求

その他（具体的に）

　産学官からなる支援体制の構築を目的としたネットワークの形成及び連携と情報交換
等を目的とした会議を開催する。また、女子生徒等や保護者を対象に理工系選択のメリッ
トや、進学・就職に関する情報を周知・啓発するシンポジウムを開催する。さらに、女性が
理工系分野に進むメリットを、ワーク・ライフ・バランスや仕事のやりがい、キャリアパス、
収入などの観点から調査・研究を行う。加えて、「理工チャレンジ」サイトに関連施策やイ
ベント情報を充実させるとともに、メールマガジンの発行等、理工系選択に関する各種情
報発信を強化する。

担当府省庁
内閣府

男女共同参画局推進課
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国
業

者
等

内
閣

府
が

中
心

と
な

っ
て

関
係

団
体

等
と

の
連

携
を

図
り

、
以

下
の

と
お

り
理

工
系

選
択

に
関

す
る

調
査

研
究

や
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
等

を
実

施
す
る

。

○
我

が
国

が
国

際
競

争
力

を
維

持
・

強
化

し
、

多
様

な
視

点
や

発
想

を
取

り
入

れ
て

科
学

技
術

・
学

術
活

動
を

活
性

化
し

て
い

く
た

め
に

は
、

理
工

系
分

野
の

女
性

研
究

者
・

技
術

者
と

な
り

得
る

人
材
を

育
成
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

○
昨

年
12

月
に

閣
議

決
定

さ
れ

た
「

第
４

次
男

女
共

同
参

画
基

本
計

画
」

に
お

い
て

は
、

「
科

学
技

術
・

学
術

に
お

け
る

女
性

の
参

画
拡

大
」

、
「

女
性

研
究

者
・

技
術

者
が

働
き

続
け

や
す

い
研

究
環

境
の

整
備

」
及

び
「

女
子

学
生

・
生

徒
の

理
工

系
分

野
の

選
択

促
進

及
び

理
工

系
人

材
の

育
成

」
に

取
り

組
む

こ
と

と
さ

れ
て
い

る
。

ま
た

、
5
月

に
す

べ
て

の
女

性
が

輝
く

社
会

づ
く

り
本

部
で

決
定

さ
れ

た
「

女
性

活
躍

加
速

の
た

め
の

重
点

方
針

20
1
6
」

に
お

い
て

も
、

女
子

児
童

・
生

徒
等

の
理

工
系

進
路

選
択

に
向

け
た

取
組

を
強
力

に
進
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

○
理

工
系

女
性

人
材

の
層

を
厚

く
す

る
た

め
、

女
性

生
徒

等
及

び
保

護
者

・
教

師
に

対
す

る
理

工
系

選
択

の
メ

リ
ッ

ト
に

関
す

る
意

識
啓

発
、

理
工

系
女

子
応

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

促
進

、
関

係
情

報
の

発
信

、
産

業
界

で
活

躍
す

る
理

工
系

女
性

を
初

め
と

し
た

ロ
ー
ル

モ
デ
ル
の
提
示
等
を
総
合
的
に

実
施

す
る

。

理
工

系
分

野
に

お
け

る
女

性
活

躍
事

業
費

（
内

閣
府

男
女

共
同

参
画

局
推

進
課

）

平
成

２
９

年
度

概
算

要
求

額
0

.2
億

円
（

2
８

年
度

予
算

額
０

.２
億

円
）

事
業

概
要

・
目

的
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

資
金

の
流

れ

○
産

学
官

に
よ

る
連

携
体

制
を

構
築

し
、

女
子

生
徒

等
の

理
工

系
選

択
を

促
進

す
る

各
事

業
を

推
進

す
る

こ
と

で
、

理
工

系
分

野
に

お
け
る

女
性
活
躍
が
推
進
さ
れ
る
。

期
待

さ
れ

る
効

果

業
務
委
託
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理
工

チ
ャ

レ
ン

ジ
（

リ
コ

チ
ャ

レ
！

）
～

女
子

生
徒

等
の
理
工
系
へ
の
進
路
選
択
を
促
進
～

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

「
理

工
チ

ャ
レ

ン
ジ

」
・

イ
ベ

ン
ト情

報
・ロ

ー
ル

モ
デ

ル
情

報
・

団
体

か
ら

の
応

援
メ

ッ
セ

ー
ジ

・メ
ル

マ
ガ

現
状

・大
学

（学
部

）の
理

工
系

の
学

生
に

占
め

る
女

性
の

割
合

：理
学

部
2
6
.8

 %
工

学
部

1
3
.6

 %
（
文

科
省

「
学

校
基

本
調

査
」
H
2
6
）

・研
究

者
の
採

用
に

占
め

る
女

性
の

割
合

（自
然

科
学

系
）：
理

学
系

1
1
.2

 %
工

学
系

8
.0

 %
（
文

部
科

学
省

調
べ

）

科
学

技
術

・学
術

活
動

を
活

性
化

す
る

た
め

に
は

、
女

性
研

究
者

・技
術

者
の

活
躍

を
促

進
し

、
多

様
な

視
点

や
発

想
を

取
り
入

れ
る

こ
と

が
不

可
欠

。

科
学

技
術

系
の

進
路

へ
の
興

味
関

心
や

理
解

を
向

上
さ

せ
る

た
め

の
取

組
を

推
進

し
、

次
代

を
担

う
女

性
の

科
学

技
術

人
材

を
育

成
す

る
。

（
第

４
次

男
女

共
同

参
画

基
本

計
画

よ
り
抜

粋
・
加

筆
）

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

・関
係

団
体

と
「共

催
」し

社
会

の
理

解
を

促
進

・関
係

団
体

催
事

の
「後

援
」も

積
極

的
に

実
施

夏
の

リ
コ

チ
ャ

レ
・
夏

休
み

期
間

中
、
大

学
、
企

業
学

術
団

体
等

が
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

・
内

閣
府

・
文

科
省

・
経

団
連

が
サ

ポ
ー

ト
・
H
2
7
実

績
7
0
団

体
1
,8

0
0
人

以
上

参
加

理
工

系
女

子
応

援
会

議
・
理

工
系

女
子

応
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
登

録
し

た
団

体
が

出
席

・
相

互
連

携
に

向
け

た
情

報
共

有
や

取
組

方
針

を
検

討

根
拠

取
組

調
査

研
究

・女
性

が
理

工
系

分
野

に
進

む
こ

と
の

メ
リ
ッ

トを
仕

事
と

生
活

の
調

和
や

仕
事

の
や

り
が

い
、
収

入
な

ど
の

観
点

か
ら

調
査

研
究

第
４

次
男

女
共

同
参

画
基

本
計

画
：
第

５
分

野
科

学
技

術
・
学

術
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

推
進

３
.女

子
学

生
・
生

徒
の

理
工

系
分

野
の

選
択

促
進

及
び

理
工

系
人

材
の

育
成

：
科

学
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

立
国

を
支

え
る

女
性

の
理

工
系

人
材

等
の

育
成

女
性

活
躍

加
速

の
た

め
の

重
点

方
針

2
0
1
5

科
学

技
術

基
本

計
画

科
学

技
術

イ
ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

総
合

戦
略

2
0
1
5

：
第

４
章

科
学

技
術

イ
ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
基

礎
的

な
力

の
強

化
（
１

）
②

ⅰ
）
女

性
の

活
躍

推
進

：
第

２
部

科
学

技
術

イ
ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
創

出
に

向
け

た
２

つ
の

政
策

分
野

第
１

章
（
１

）
若

手
・
女

性
の

挑
戦

の
機

会
の

拡
大

リ
コ

チ
ャ

レ
応

援
団

体
理

工
チ

ャ
レ

ン
ジ

の
趣

旨
に

賛
同

す
る

大
学

・企
業

・学
術

団
体

等
6
6
2

団
体

H
2
8
.8

.2
4
現

在

理
工

系
女

子
応

援
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

リ
コ

チ
ャ

レ
応

援
団

体
の

う
ち

、
具

体
的

な
支

援
を

行
っ

て
い

る
団

体

募
集

9
5

団
体

H
2
8
.8

.2
4
現

在

募
集
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「女性活躍加速のための重点方針2016」該当箇所

大項目

中項目

小項目

細項目

該当施策名
（事業名）

当該施策の背景・
目的

○

28年度当初予算： - 千円
28年度一次補正予算： - 千円
28年度二次補正予算： - 千円

29年度要求予算： 7,438 千円

該当施策概要

通し番号  40 

Ⅰ．あらゆる分野における女性の活躍

該当施策の政策手
段の分類

法令・制度改正

税制改正要望

予算

①　女性活躍の推進には、組織トップのコミットメントが効果的である。このため、女性の
活躍推進に積極的に取り組む男性経営者等によって策定・公表された「輝く女性の活躍
を加速する男性リーダーの会」行動宣言の賛同者による先進的な取組の全国への発信・
周知や、女性活躍推進法に基づく協議会等各地域のネットワークを活用し組織の枠を超
えて女性活躍推進を加速する「地域版男性リーダーの会（仮称）」の形成を促す。さらに、
賛同者と諸外国の組織のトップとの意見交換の場を設け、女性の活躍推進に関する取組
の一層の充実を図る。

（４）組織トップの女性活躍へのコミットメント拡大

２．あらゆる分野における女性の参画拡大・人材育成

組織トップの女性活躍へのコミットメント拡大

平成26年３月に首相官邸で開催された「輝く女性応援会議」を契機に、同年６月、女性活
躍推進に積極的に取り組む男性リーダーによって、様々な女性の意欲を高め、その持て
る力を最大限発揮できるよう、具体的に取り組んでいくことを掲げた「輝く女性の活躍を加
速する男性リーダーの会」 行動宣言を策定・発表した。
行動宣言に沿って、組織トップ自らが女性活躍に取り組み、その行動を全国の組織トップ
やWAW!などの国際会議等へ発信・周知すること等により、女性活躍加速の気運を高め
る。

機構定員要求

「輝く女性の活躍を加速する男性リーダーの会」行動宣言賛同者による女性活躍推進に
関する取組の情報共有・発信及び賛同者のネットワーク拡大のため、賛同者ミーティング
の開催や、ウェブサイト、賛同者による女性活躍推進の好事例等を集めた事例集及び賛
同者拡大のための広報啓発ツールによる国内外への情報発信を行う。

内閣府

男女共同参画局総務課

その他（具体的に）

担当府省庁
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国
業

者
等

○
賛

同
者
に

よ
る
取
組
の
情
報
共
有
・
発
信
及
び
賛
同
者
の
ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
の

拡
大

・
賛

同
者

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
、
各
所
属
団
体
に
お
け
る

取
組
を

共
有
し
、
各
団
体
の
取
組
の
拡
大
や
質
の
向
上
を
図

る
。

・
賛

同
者

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催
に
合
わ
せ
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
作
成

し
、
情
報
を
発
信
。

・
賛

同
者

に
よ
る
女
性
活
躍
推
進
の
好
事
例
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
等

を
集
め

た
事
例
集
を
作
成
し
、
国
内
外
へ

発
信
。

・
行

動
宣

言
へ
の
賛
同
者
を
全
国
に
拡
大
す
る
た
め
、
宣
言
の

概
要
・

賛
同
者
の
活
動
内
容
・
賛
同
方
法
等
に
つ
い
て
記
載

し
た
広

報
啓
発
ツ
ー
ル
（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
）
を
作
成
し
、

国
内
外

へ
発
信
。

○
女
性

の
活

躍
を
一
層

推
進
す
る
た
め
に
は
、

組
織
ト

ッ
プ
の
女

性
活

躍
へ
の

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
全
国
に
拡
大

す
る
こ

と
が
重

要
で

あ
り
、

「
女
性
活
躍
加
速
の
た
め
の
重
点

方
針

20
16
」

に
お

い
て

も
、

重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
事
項
と

し
て
掲

げ
て
い

る
。

○
平

成
26
年

３
月
に
首
相
官
邸
で
開
催
さ
れ
た

「
輝
く

女
性
応
援

会
議

」
を
契

機
に
、
同
年
６
月
、
女
性
活
躍
推

進
に
積

極
的
に

取
り

組
む
男

性
リ
ー
ダ
ー
に
よ
っ
て
、
様
々

な
女

性
の

意
欲
を

高
め

、
そ
の

持
て
る
力
を
最
大
限
発
揮
で
き
る

よ
う
、

具
体
的

に
取

り
組
ん

で
い
く
こ
と
を
掲
げ
た
「
輝
く
女

性
の
活

躍
を
加

速
す

る
男
性

リ
ー
ダ
ー
の
会
」

行
動
宣
言
を

策
定

・
発

表
。

○
行

動
宣
言

に
沿
っ
て
、
組
織
ト
ッ
プ
自
ら
が
女

性
活

躍
に
取
り

組
み

、
そ
の

行
動
を
全
国
の
組
織
ト
ッ
プ
や

WA
W!
な

ど
の

国
際

会
議

等
へ
発

信
・
周
知
す
る
こ
と
等
に
よ
り

、
女

性
活

躍
加
速

の
気

運
を
高

め
る
。

組
織

ト
ッ

プ
の

女
性

活
躍

へ
の

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
拡

大
（

内
閣

府
男

女
共

同
参

画
局

総
務

課
）

２
９

年
度

概
算

要
求

額
０

．
０

７
億

円
（

新
規

要
求

）

事
業

概
要

・
目

的
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

資
金

の
流

れ
行

動
宣

言
の

賛
同
者
に
よ
る
女
性
活
躍
推
進
に
向
け
た
先
進
的
な

取
組

を
全

国
の

組
織
ト
ッ
プ
に
発
信
・周

知
す
る
こ
と
等
を
通
じ
、
組

織
ト
ッ
プ
が

自
ら
女
性
活
躍
に
取
り
組
む
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
全
国
へ
の

拡
大

が
期

待
で
き
る
。

期
待

さ
れ

る
効

果

執
行

〔
行
動
宣
言
の
３
つ
の
柱
〕

①
「
自
ら
行
動
し
、
発
信
す
る
」

②
「
現
状
を
打
破
す
る
」

③
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
を
進
め
る
」
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「女性活躍加速のための重点方針2016」該当箇所

大項目

中項目

小項目

細項目

該当施策名
（事業名）

当該施策の背景・
目的

○

28年度当初予算： 9,847 千円
28年度一次補正予算： - 千円
28年度二次補正予算： - 千円

29年度要求予算： 11,757 千円

該当施策概要

担当府省庁

通し番号  42 

機構定員要求

平成28年度に諸外国の先進的な取組も参考にした報告書・育成モデルプログラムを取りまとめ、
平成29年度にはこれを地方（仙台、名古屋、大阪の３か所）において試行的に実施・検証すること
で、その効果や課題を明らかにし、成果を幅広く共有することにより、上記目標に向けた取組を推
進する。

２．あらゆる分野における女性の参画拡大・人材育成

女性リーダー育成に向けた諸外国の取組に関する調査

○国際機関等で活躍する日本人の飛躍的な増加に向けて、海外の事例も参考にしつつ女性リー
ダー育成に向けた実践的な調査・研究などの取組を進めるとともに、民間企業において役員候補
等となり得る女性への研修の実施などにより、女性が昇進意欲を持って働くことができる環境整備
を図る必要がある。
○特に女性役員の登用は、企業価値の増大のみならず、女性役員がロール・モデルやメンターと
なることにより、企業において裾野広く女性人材が育成される可能性がある。
○第４次男女共同参画基本計画においても、平成27年時点で2.8%となっている「上場企業役員に
占める女性の割合」を、「５％（早期）、更に10％を目指す（平成32年）」としたところ。
○これらを踏まえ、本施策を実施するもの。

Ⅰ．あらゆる分野における女性の活躍

該当施策の政策手
段の分類

法令・制度改正

税制改正要望

予算

内閣府

男女共同参画局　総務課

その他（具体的に）

①将来指導的地位に登用される女性の候補者を育成していくことや、上場企業役員に占める女性
割合を高めていくことを目指して、役員等への登用を見据えた効果的な女性人材育成の在り方や
そのための環境整備等について、有識者による研究会において平成28年度中に検討を行う。
②平成28年度に実施する海外の事例も取り入れた先進的な女性リーダー育成プログラム等の取
組の調査を基にモデルプログラムを作成し、役員候補等の国際的に活躍する女性リーダーの育成
に向けたセミナー等を複数地域で実施し、効果や課題を明らかにした上で、成果を全国に普及させ
る。

（５）将来指導的地位に就く女性の人材育成策の充実
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企
画

委
員

会
の

実
施

【
経

済
団

体
、
有

識
者

、
地

域
関

係
者

（
男

女
セ
ン
タ
ー
、
教

育
機

関
等

）
】

・
調
査
方

法
の
検
討
、
結
果
の
分
析

・
モ
デ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
案
、
報
告
書
案
の
検
討

【
女
性
活
躍
加
速
の
た
め
の
重
点
方
針

20
15
】

○
国
際
機
関
等
で
活
躍
す
る
日
本
人
の
飛
躍
的
な
増
加
に
向
け
て
、
「
海
外
の
事
例
も
参
考
に
し
つ
つ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に

向
け
た
実
践
的
な
調
査
・
研
究
な
ど
の
取
組
み
を
進
め
る
。
」

○
民
間
企
業
に
お
け
る
管
理
職
等
へ
の
女
性
登
用
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
、
「
役
員
候
補
等
と
な
り
得
る
女
性
へ
の
研
修
な
ど
を
関
係
団
体
と
連
携
し
て
実
施

す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
女
性
が
昇
進
意
欲
を
持
っ
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
環
境
整
備
を
図
る
。
」

【
女
性
活
躍
加
速
の
た
め
の
重
点
方
針

20
16
】

○
将
来
指
導
的
地
位
に
就
く
女
性
の
人
材
育
成
策
の
充
実

・
役
員
等
へ
の
登
用
を
見
据
え
た
効
果
的
な
女
性
人
材
育
成
の
在
り
方
、
環
境
整
備
等
に
つ
い
て
の
検
討

・
海
外
の
事
例
も
踏
ま
え
た
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
た
め
の
モ
デ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
及
び
全
国
へ
の
普
及

女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
向
け
た
諸
外
国
の
取
組
み
に
関
す
る
調
査

課
題
・
背
景

○
モ
デ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
考
と
す
る
た
め
の
海
外
の
先
進
的
な
取
組
み
を
調
査
研
究

・
例
：
政
府
、
経
済
界
の
役
員
候
補
者
向
け
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
等
）
の
調
査
研
究

○
海
外
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
教
授
や
有
識
者
に
よ
る
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

を
通
じ
た
地
方
に
お
け
る
幅
広
い
各
層
か
ら
の
意
見
の
聴
取

・
地
方
に
お
け
る
セ
ミ
ナ
ー
（
海
外
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
教
授
に
よ
る
講
演
及
び
有
識
者
を
含
め
た

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）
の
実
施

○
民
間
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
セ
ミ
ナ
ー
実
施
団
体
等
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
及
び
民
間
の
女
性

リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
調
査
研
究

⇒
役
員
候
補
等
の
国
際
的
に
活
躍
す
る
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
た
め
の
モ
デ
ル

プ
ロ
グ
ラ
ム
案
を
含
む
報
告
書
の
作
成

複
数
地
域
で
の
モ
デ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
案
の
試
行
的

な
実
施
・
検
証

⇒
効
果
や
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
成
果
を
幅
広
く

共
有

平
成

28
年
度

平
成

29
年

度
以

降

モ
デ
ル

プ
ロ
グ
ラ
ム
の

活
用

に
よ
る

女
性

リ
ー
ダ
ー
育

成
の

取
組

の
促

進
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「女性活躍加速のための重点方針2016」該当箇所

大項目

中項目

小項目

細項目

該当施策名
（事業名）

当該施策の背景・
目的

○

28年度当初予算： - 千円
28年度一次補正予算： - 千円
28年度二次補正予算： 300,000 千円

29年度要求予算： 500,000 千円

該当施策概要

多様な主体による連携体制の構築の下、女性活躍推進のためのワンストップ支援体制
の整備など、住民に身近な地方公共団体が行う、地域の実情に応じた取組を支援する。
（交付対象）地方公共団体
（補 助 率）１０分の８（28年度二次補正）　２分の１（29年度要求）
（交付上限）都道府県　１，６００万円（28年度二次補正）　１，０００万円（29年度要求）
　　　　　　政令指定都市　８００万円（28年度二次補正）　５００万円（29年度要求）
　　　　　　市区町村　　　４００万円（28年度二次補正）　２５０万円（29年度要求）
（交付要件）女性活躍推進法第６条における都道府県推進計画・市町村推進計画をすで
に策定、又は、策定を予定していること
　※定量的な成果目標を設定。

該当施策の政策手
段の分類

法令・制度改正

税制改正要望

予算

担当府省庁

機構定員要求

２．あらゆる分野における女性の参画拡大・人材育成

地域女性活躍推進交付金

平成２８年４月に施行された「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（以下
「女性活躍推進法」という。）」において、国及び地方公共団体は、女性の職業生活におけ
る活躍の推進に関して必要な施策を策定し、実施することが責務とされています。さらに、
女性の活躍推進は一億総活躍の最も重要な柱となっており、これらを踏まえ、女性活躍
推進法に基づき、地域の実情に応じた地方公共団体における女性の活躍推進に関する
施策の実施を支援することにより、地域における女性の活躍を迅速かつ重点的に推進す
る。

Ⅰ．あらゆる分野における女性の活躍

通し番号  49 

内閣府

男女共同参画局総務課

その他（具体的に）

⑤　地域における女性の活躍を迅速かつ重点的に推進するため、地方公共団体が女性
活躍推進法に基づく推進計画を策定し、地域の実情に応じて、部局横断的に女性の活躍
推進に関する施策を確実に実施できるよう支援を充実する。特に、女性活躍推進法に基
づく協議会を活用し、女性の継続就業を支援するための仕組みづくりやこれまで女性の
活躍が少なかった分野で活躍する女性の人材層の拡大等、住民に身近な地方公共団体
が行う、地域の実情に応じた取組を支援する。

（５）将来指導的地位に就く女性の人材育成策の充実
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施
策
名

：
地
域

女
性

活
躍
推
進
交
付
金

①
施
策

の
目

的

③
施

策
の
概

要

④
施
策

の
ス
キ
ー
ム
、
実
施
要
件
（
対
象
、
補
助
率

等
）、

成
果
イ
メ
ー
ジ
（
経

済
効

果
、
波

及
プ
ロ
セ
ス
を
含
む
）等

②
対
策
の

柱
と
の
関
係

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅳ

○

⑤
8
0
文

字
P

R
⑥

「
経

済
財

政
運

営
と
改

革
の

基
本

方
針

20
16

」
「
日
本

再
興
戦
略

20
16

」
「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」
等
で
の
書
き
ぶ
り

「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

2
0
1
6
に
つ
い
て
」

第
２
章
１
．
（
４
）
女
性
の
活
躍
推
進
「
様
々
な
状
況
に
置
か

れ
た
女

性
が

、
自

ら
の

希
望

を
実

現
し
て
輝

く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
女

性
の

活
躍

を
加

速
す
る
必
要
が
あ
る
。
」

「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」

P
4
0
 ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
⑨
女
性
活
躍
の
推
進
（
そ
の
２
）
「
地
域
の
実

情
に
応

じ
た
地

方
公

共
団

体
の

女
性

活
躍

推
進

方
策

の
支

援
を
進

め
る
。

「
女
性
活
躍
加
速
の
た
め
の
重
点
方
針

2
0
1
6
」
に
も
同
様
の
記
述
あ
り
。

「
女
性
活
躍
加
速
の
た
め
の
重
点
方
針

2
0
1
6
」
に
基
づ

き
官
民
で
連
携
し
、
仕
事
と
子
育
て
、
介
護
な
ど
が
両
立

で
き
る
環
境

を
創
っ
て
い
く
。
（
平
成

2
8
年

5
月

2
0
日
「
す

べ
て
の

女
性
が
輝
く
社
会
づ
く
り
本
部
」
総
理
発
言
）

地
域

に
お
け
る
女

性
の
活
躍
を
迅
速
か
つ
重
点

的
に
推
進

す
る
た
め
、
地
方

公
共
団

体
が
女

性
活
躍
推
進
法
に
基
づ
く
推
進

計
画

を
策

定
し
、
女

性
の
活
躍
推
進
に
関
す
る
施
策

を
確

実
に
実
施

す
る
こ
と
を
支
援

す
る
。

多
様

な
主

体
に
よ
る
連
携
体
制
の
構
築
の
下
、
働
き
方

改
革

に
つ
な
が

る
、
女

性
活

躍
推
進

法
に
基
づ
く
協
議
会
等
を
活
用
し
た
継
続
就
業
を
支
援
す
る

仕
組

み
づ
く
り
や

、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
体
制
の
整

備
な
ど
、
住
民

に
身

近
な
地

方
公

共
団
体

が
行
う
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
取
組
を
支
援
す
る
。 内

閣
府

他
の
地
域
の

•
地

方
公

共
団
体

•
地

域
経
済
団
体

等

情
報
提
供

男
女

セ
ン
タ
ー

国
地
域
経

済
団
体

民
間
企
業

農
林
水
産

団
体

教
育
機
関

都
道
府

県
・
経
済
産
業
局

・
労
働
局

等

・
男

女
担

当
部

局
・
経

済
担

当
部

局
・
農

水
担

当
部

局 等

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

・
商

工
会

・
農

協
・
銀

行
等

市
区
町
村

人
材

、
資

金
、

ノ
ウ
ハ

ウ
等
の

提
供

・
共
有

○
多

様
な
主

体
に
よ
る
連
携
体
制

の
構
築

•
地
域
経
済
団
体
、
地
域
金
融
機
関
、
農
林
水
産

団
体
、
国
の
機
関
、
教

育
機
関
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
よ
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

○
協

議
会

等
を
活

用
し
た
継

続
就
業

を
支

援
す
る
仕
組

み
づ
く
り

•
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
中

小
企
業

等
に
お
け
る

育
児
休
業
の
取
得
促
進
（
育
休
代
替
要
員

の
確
保

含
む
）
等
に
よ
り
、
女
性
が
継
続
就
業
し
や
す
い
環

境
づ

く
り
等
を
地
域
ぐ
る
み
で
検
討
、
整
備

○
女

性
活

躍
推
進
の

た
め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援

体
制

の
整

備

•
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
様
々

な
相
談

に
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
き
め
細
か
に
対

応
す
る
相
談

窓
口

を
開

設
（
就
労
、
起
業
、
子
育
て
支
援
、
教
育
、
福
祉
等

）

【
交
付
対
象
】

地
方
公
共
団
体

【
補
助
率
】

１
０
分
の
８

(2
8補

正
)

２
分
の
１

(2
9要

求
)

【
交
付
上
限
】

都
道
府
県

１
，
６
０
０
万
円

(2
8補

正
)

１
，
０
０
０
万
円

(2
9要

求
)

政
令
指
定
都
市

８
０
０
万
円

(2
8補

正
)

５
０
０
万
円

(2
9要

求
)

市
区
町
村

４
０
０
万
円

(2
8補

正
)

２
５
０
万
円

(2
9要

求
)

女
性
活
躍
推
進
法
に
基
づ
く
推
進
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
た
事
業
（
策

定
予
定
の
推
進
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
る
予
定
の
事
業
を
含
む
）
が
対
象
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